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1. はじめに 

Web上の利用者投稿型メディアの 1つであるオンライン

小説は，投稿者数や投稿小説数が日々増加しており，小説

投稿サイトの 1 つである「小説家になろう」[1]では 2017

年 12月の時点で 50万件以上の小説が投稿されている．こ

の膨大な数の小説から利用者が求める小説を探すためには

検索や推薦システムが重要であり，この機能を実現するた

めの手法が提案されている[2]．オンライン小説は出版され

た小説に比べ，小説を選択するための手がかりが少なく，

そのため推薦結果を有益なものであるか否かをユーザが判

断する場合，ユーザはシステム内外の情報を用いて判定を

行うと考えられる． 

そこで本研究ではこの問題を解決する方策の 1 つとして，

オンライン小説推薦において推薦理由の提示を行い，ユー

ザの推薦結果への信頼度向上を目的とする．今回検討した

手法は，小説に対するレビューからユーザが興味を持つキ

ーワードに即した要約を行い，推薦理由として提示する手

法である．本研究は「小説家になろう」を対象にして行う． 

2. 関連研究 

2.1 推薦システムにおける推薦理由の提示 

推薦理由の提示には様々な手法が提案されており，

Amazon における既存推薦において推薦満足度向上を目的

として，商品情報をポップアップで提示する手法[3]などが

存在する． 

また折原ら[4]は，近年普及している推薦システムは受動

的であり自己決定感が少ないことを指摘し，推薦理由を提

示することはユーザがアイテムを選択する際に自己決定感

を与える要因となり満足度が向上すると仮定した．ニュー

ス記事を推薦する際，記事中で被験者の興味度が高い単語

を推薦理由として提示する実験を行っている． 

2.2 推薦理由の提示と信頼度 

[5]では，スパリゾート推薦において“なぜここのスパが

推薦されたのか？” 説明文を用いてユーザに説明すること

により，ユーザによって知覚される推薦システムの有用性

が向上し，ユーザの信頼度が向上することが被験者実験に

よって計測されている． 

しかし，これまでの研究では推薦理由の生成手法の評価

として信頼度の計測が行われていないことが多い．そのた

め，推薦理由生成とその評価として信頼度の計測を行うこ

とを目的として，本稿では評価システムの構成を述べる． 

3. 推薦理由提示方式 

推薦理由の提示を行うため，小説に付与されたレビュー 

からユーザが興味を持つキーワードを中心とした要約を行

う． 

3.1 キーワードとレビューの取得 

著者により小説に付与されたキーワードをユーザの興味

の調査に，読者により投稿されたレビューを推薦理由提示

に用いるため，これらを取得する必要がある． 

まず，ヒナプロジェクト社から提供されている「なろう

小説 API」を用いて各小説のメタデータを取得する．取得

したメタデータから，各小説に付与されたキーワードをす

べて取得する．今回は小説 2000 件のメタデータを取得し，

各小説に付与されていたキーワードを取り出した． 

レビューは APIで取得できないため，各小説のレビュー

掲載ページからスクレイピングを行う． 

3.2 レビュー要約の手法 

3.2.1 文章の分散表現の重心に基づいた要約 

レビューの要約は，文章の分散表現の重心に基づき文章

中の文を複数抽出することで要約文生成を行う手法の 1 つ

である，Rossielloら[6]の手法をベースにして行う． 

まずレビューが同一小説に複数付与[𝐷1, 𝐷2, 𝐷3, … ]されて

いる場合，1 つの文章 D として結合する．続いて前処理と

して文章 Dを文単位に分割，各文に対し分かち書きを行い，

ストップワードを除去した．形態素解析器には MeCab を，

辞書には mecab-ipadic-neologd[7]を用いる． 

本来なら，ここで文章の重心 Cを計算する必要があるが，

本研究では 3.2.3 節で説明するように，ユーザの興味のあ

るキーワードから重心を計算する． 

Word2Vec により作成された単語の分散表現モデルを E

とし，E(w)は単語 w分散表現とする．各文の分散表現はそ

の文に含まれる単語の分散表現の合計から求める． 

𝑆𝑗 = ∑ 𝐸(𝑤)

𝑤∈𝑆𝑗

(1) 

ここで𝑆𝑗は文章内で j番目の文の分散表現を示す． 

続いて，文章の重心 C と各文の分散表現𝑆𝑗のコサイン類

似度を計算する． 

𝑠𝑖𝑚(𝐶, 𝑆𝑗) =
𝐶𝑇 ∙ 𝑆𝑗

‖𝐶‖ ∙ ‖𝑆𝑗‖
(2) 

各文は，式 2 の類似度が高い順にソートされ，要約文の

長さの上限に達するまで，上位から要約文として選択され

る．本研究では出力をコンパクトにするため要約文を 3 行

とした．また，要約文の冗長性を削減するため，新しく選

択された文と既に選択済みの文の類似度をコサイン類似度

で計測し，類似度が閾値より高い場合は要約文に含めない

ようにした． 
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3.2.2 Word2Vec 

Word2Vec[8]とはニューラルネットワークを用いた単語

の分散表現(単語ベクトル)を獲得する方法である． 

今回は，鈴木らによって作成された日本語 Wikipedia エ

ンティティベクトル[9]を使用する．これは，日本語版

Wikipedia 全文から学習したモデルであり，単語のベクト

ルおよび固有表現によって表されるエンティティのベクト

ルを，200次元の同一の空間上に学習している． 

3.2.3 ユーザの興味を反映させた要約 

ユーザが興味を持つキーワードの集合を𝑄とし，この𝑄

から重心 Cの分散表現を計算する．キーワードには「コメ

ディ＆シリアス」のような複数の単語から形成されるもの

があるため，𝑄に含まれる各キーワードに対して事前に分

かち書きを行い単語に分割する必要がある． 

式 3によって重心 Cを計算する．  

𝐶 = ∑ 𝐸(𝑤)

𝑤∈𝑄

(3) 

4. 評価システムの作成 

評価実験を行うためのシステムを作成した．動作環境と

してウェブブラウザに Google Chrome を使用し，必要な機

能を実装するため Chrome拡張機能を作成した． 

システムの構成を表す概要図を図 1 に示す．また，シス

テムの処理の流れを以下に示す． 

1. ユーザの興味(キーワード)を拡張機能側で取得する． 

2. ユーザに「小説家になろう」内の小説を閲覧して

もらう．この際，拡張機能側で閲覧中の小説の関

連小説情報を取得し，ユーザの興味と共にサーバ

側に送信する． 

3. サーバ側で推薦理由文を生成，拡張機能側へ送る． 

その後，各関連小説に推薦理由を提示する． 

4.1 ユーザの興味の取得 

3.1 節で取得した小説のメタデータからキーワードを取

り出し，一意のキーワード集合を作成する．このキーワー

ド集合から，ユーザは興味を持つキーワードを自由に選択

する．この操作は作成した拡張機能のオプション画面で行

う． 

4.2 小説の閲覧と関連小説の取得 

小説推薦には既存の推薦を用いるため，ユーザには一度

任意の小説にアクセスしてもらう必要がある．「小説家に

なろう」では，小説掲載ページの下部に関連小説一覧とそ

のあらすじの一部が表示される．ここで表示される関連小

説を本研究では推薦小説とする．表示された関連小説の情

報は，ユーザの小説閲覧時に 4.1 節で設定された興味を持

つキーワードと共にサーバ側に送信される． 

4.3 推薦理由の生成と提示 

ユーザの興味と関連小説の情報がサーバ側に送信される

と，3.2 節で説明した手法により推薦理由が生成され，拡

張機能側に返される．その後，各関連小説欄の最下部に推

薦理由が提示される．例を図 2に示す． 

5. おわりに 

本稿では，既存の小説推薦システムに対し小説のレビュ

ーを推薦理由として提示するシステムの構築を述べた． 

評価実験を行うため，推薦理由として小説に付与された

レビューに対し，ユーザから指定されたキーワードを中心

とした要約を行うシステムを作成した． 

今後は，奥らが使用した「推薦システム全体に対する質

問」[10]をベースにアンケート調査を中心とした被験者実

験を実施し，関連小説表示のみの場合と推薦理由を提示し

た場合を比較することで，被検者集合の評価による推薦シ

ステムに対する信頼度の向上を計測することを目指す． 
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図 1 評価システムの構成 

図 2 推薦理由の提示例 (小説 ID: n3556o) 
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